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文 責 ： 校 長  勝 田 隆 志  
 我ら、北中生徒を支え隊！  
昨年度の反省から、今年度の登校時刻は、生徒

会のきまりとして７：55までの正門通過を目標と

しています。事情がある生徒は別としてほとんど

の生徒が登校時刻を守れています。朝、大小路や

宮内交差点付近に立っていますが、７：55が近づ

くと生徒の姿が急に無くなります。そして、時間

ぎりぎりの生徒は小走りで登校する様子もあり

ます。少しでも急ごうという気持ちの表れであ

り、本当に感心だなあと思います。また、昨年度

よりも大幅に欠席が減っている生徒や給食の準

備や清掃を頑張る生徒が増え、一人一人の成長が

見られる点もうれしいことです。「習慣が人を作

る」と言います。新しい事に挑戦することは始め

のうちは辛いと感じますが、続けることで習慣に

してしまえば苦でなくなるものです。早起き、ス

マホやメディアの使用ルール、家庭学習や睡眠時

間の確保等、これまで取組が不十分だったと思う

人は、「いつからでも」再挑戦できるのでどんどん

行動に移しましょう。 

 一方で、体調不良等で保健室の来校も少しずつ

増えてきている様子があります。中には、友人関

係や学習面の悩みなどを先生に相談したら、気持

ちの整理ができて切り替えて授業に戻れたとい

う生徒もいます。このことはとても大事なこと

で、自分の中で何か耐えられないことが生じたと

きには、ぜひ話せる先生に相談してください。SOS

の声をあげることは決して恥ずかしいことでは

ありません。担任や学年部の先生はもちろん、本

校にはスクールカウンセラーの秋山先生、スクー

ルソーシャルワーカーの井手迫先生、リボンルー

ム（校内教育支援センター）支援員の石塚先生・

植村先生、特別支援教育支援員の廣先生など、『生

徒一人一人を支えた

い！』先生方が多くい

らっしゃいます。何か

あればぜひ相談して

ください。もちろん校

長室にもいつでも声

をかけてください。 

第 1回学校運営協議会 
４月 28日（月）は、亀山小学校（事務局）に

おいて、川内北中校区の第１回学校運営協議会

がありました。市教委からの説明後、辞令の交

付、本会の運営方針の確認、各校からの昨年度

の成果や課題、今年度の学校経営方針などの協

議があり承認を得ました。 

年５回開催されますが、委員の皆様のご意見を

伺い、熟議を重ねながら、学校運営に生かして

まいります。 

 

‘命を守る’交通安全教室 
９日（金）に薩

摩川内警察署か

ら講師をお招き

し実施しました。

１年生は雨の為、

自転車の実技指

導を体育館での

ビデオ視聴に変

更し、講話をしていただきました。２・３年生は

教室で動画を視聴、グループ活動後、担任から安

全指導を行いました。警察署の方からは、生徒た

ちの様子に感心され、「真剣に話を

聞いていてしっかりしていますね。

登下校の様子も良くなっています。

自転車による生徒の事故も少ない

です。」と褒めていただきました。 

私が立哨指導で気付くことは、◎止まってくれ

た車の運転手に頭を下げてお礼ができる、◎並進

せず縦に並んで自転車を運転している、◎部活帰

りは歩行者も自転車もしっかりと蛍光襷を身に

付けているなど、マナーやルールを守ろうと頑張

る生徒を多く確認できます。大変うれしく思う反

面、▲集団で固まって歩道を横に広がって歩く、

▲交差点で横断歩道の側をショートカットして

渡ろうとするなど、気になる点もあります。学校

だけでは行き届かないところもありますので、地

域で中学生が危険な行為をしているような場面

を見かけましたら、地域や保護者の方々からもそ

の場で声をかけていただき、その後学校へも連絡

くださるとありがたいです。 

不注意や油断によって、一生の後悔になるよう

なことがあってはなりません。命は一つ、ゲーム

のようにリセットボタンはありません。自分の命

も他人の命も守ること、実践していきましょう。 

氏 名 役 職 等 

鍛治屋 恵子 亀山幼稚園 園長 

新 留 克 郎 川内高等学校 校長 

小田原勇次郎 北部地区青少年健全育成会長 

山 下 律 子 育英地区主任児童委員 

岩 下 純 一 本校ＰＴＡ会長 



 

PTA総会成立  

  バトンは新組織へ 
ＰＴＡ要覧（総会資料）をもとに紙面開催で

行った総会では、電子投票の回収結果から各種

議案の全てについて承認をいただきました（424

／748戸数）。本総会を経て、新ＰＴＡ組織が正

式にスタートとなりました。回答くださいまし

た保護者の皆様、ありがとうございました。 

ＰＴＡ活動をリードしていただく新役員の皆

様、そしてそれを支える全会

員の皆様、今年度の活動がさ

らに充実したものになります

ようご協力をよろしくお願い

いたします。 

市 P連総会 開催 
 17日（土）、中央公民館において、川内地域Ｐ

ＴＡ連絡協議会と市ＰＴＡ連合会総会が行われ

岩下会長と一緒に出席しました。下はその内容

の一部抜粋です、保護者の皆様と共有します。 

川内地域ＰＴＡ連絡協議会 

Ｒ７：中学校会長 岩下純一会長(川内北中) 

    母親理事  上野真由美副会長(川内北中) 

薩摩川内市ＰＴＡ連合会 

Ｒ７：県Ｐ代議員 岩下純一会長(川内北中) 

【活動方針テーマ】 

『健全な心身と豊かな個性をもって生きる子ど

もの育成』（←川内地域Ｐ連絡協議会と共通） 

【努力点】 

◆ 家庭教育の充実 

・ 一家庭一家訓、食育、我が家の教育の日の

実践（「早寝・早起き・朝ごはん」「あいさつ

の励行」「家庭学習 60-90運動」） 

・ 保護者のＰＴＡ活動への参加促進 

・ 保護者研修会の充実 

・ 子どもと作るスマホ使用のルールづくり 

◆ 学校・家庭・地域との連携 

・ 家庭・地区コミとの連携による生活体験、

自然体験、社会体験、ボランティア 

・ 子どもの安心・安全を守る取組（自転車の

安全な乗り方と事故リスクへの理解 

きらり川内北中生！  

【１年学年朝会の様子】 【33 クリーン作戦の様子】 

＊ ＊保護者の皆様へ（お願い）＊ ＊  

１ 職員への電話相談等について 

学校では 19:30以降は留守電で対応します。

用事がある方は伝言を残してください。緊急時

は警察または消防へ。また、職員個人への連絡

も、早朝や夜間の時間帯はご遠慮ください。時

間を必要とする相談等は、電話ではなく直接来

校くださりご相談ください。できれば職員に時

間の余裕がある放課後等でお願いします。 

２ 学校部活動の指導について 

  勤務時間外の活動である部活動は、校長がお

願いした教職員のボランティアによって成り

立っています。部活動の運営は、顧問と保護者

会が連携を図り、ご協力くださいますようお願

いします。部活動は、原則、平日１日、週休日

１日は休養日として休みです。土日の両日とも

大会に参加した場合は、翌週の月曜日が休みで

す。また、部活動に顧問が誰もつけない（生徒

管理ができない）状況があれば、その日の部活

動自体は中止とします（活動中の生徒のけがや

緊急時の対応ができない為、地域指導員が付く

場合は除く）。 

★ 教職員の超過勤務は、学校現場の課題の一つ

です。教職員が健康で元気でいることが、教育

の資質向上に繋がります。「学校の働き方改革」

のご理解をお願いします。 

３ 生徒の送迎に関して 

  南九州が早くも梅雨入りとなりました。長雨

や急な大雨に備えておきましょう。本校では年

間を通して生徒の自力登校を推奨しています。

どうしても送迎を必要とする場合は、学校の周

辺住民や他の車・歩行者等の迷惑にならないよ

う安全な場所での乗り降りをお願いします。 

 

今後の主な行事予定（6月） 

27 日(火) 高校説明会(～28)、１年授業参観 

28 日(水) ＰＴＡ登下校指導(３年、～30) 

30 日(金) 地区総体推戴式、第１回生徒総会 

６月３日(火) 地区総体(～４)、特別時間割給食無 

◇３日→ 柔道、庭球、卓球、バスケ、バレー、 

ソフトボール、軟式野球、サッカー  

◇４日→ 剣道 

６日(金) 性に関する指導 

９日(月) 期末テスト前部活動停止(～16) 

12 日(木) 眼科検診(１年全、２年 5～7組） 

14 日(土) 避難訓練(引き渡し訓練) 

16 日(月) 期末テスト(～17) 

19 日(木) ３年高校出前授業 

20 日(金) 学年朝会、学級専門部

会、合唱コンリハ 

25 日(水) 地区総体水泳大会 



 


